
い｡T-Ⅰ郡は当時約180頂の大耶であるが,遊動取掛 主

流数の多少とかかわりたく.むしろ "秋の"遊動距離と

いう帆句が山るのは注恋したいところである｡

遊動時の群れ捕迫

ニホソザルの野生郡においては,郡れの断片な部分的

に硯窮することが仲通であり,特殊なケースを除いては

耶れのほとんど全数を祝祭することはないoこれは野生

郡にあっては一列縦隊で移動することがまれであること

にも起囚する｡確かに,かなり多数の群れの一部分は直

線的に一列に移動するが,他の部分はこれとは離れて移

動している｡率い T-Ib群とTJa群に関して,群れの

ほとんど全数が一列縦隊で移動してゆく例を祝祭したの

で報告する.この場合にも,若いオスのグループはこの

縦隊から離れて移動していた｡

〔例1〕 '72月10月26日,13:17から13:40まで,伐

採跡地Fi根上を移動するT-Ib郡のほとんど全数を祝祭

した｡各個作が接近していて,下生えに隠抗しているた

め数は正確には数えられなかった｡

群れは12:4(嘲から13:00頃まで,モミ林中のヤプニ

ッケイの実を典中的に抹食した後に移動を開始した｡ゆ

っくりした移動である｡

13:07に.群れの通過点の丙約200mの尾松上を,オ

トナ･オス (8才以上)1頭と4-7才のワカモノ･オ

ス2軌 計3銃が群れの進行jJ一向と同方向に平行して移

動するのを祝祭した｡

13:17 5琉以上,すべて地上を移動 (以下同じ)｡

つづいて,1)一〆一節1位 ｢ヤべテ｣があらわれる.臥

下.5組以上の母 ･アカソポ･グルーブを含む2097i内外

の一団が,きれ日なく鋭く｡

13:30 1)-〆一節2位 ｢ブルーデソ｣あらわれる｡

オトナ･オス (大型)が10琉以上のメスを含むグルーブ

の最後尾について移動する｡｢ブルーデソ｣はこのグル

ーブの通りすぎるまで尾根上の木上に待って,ソリタリ

ーの木ゆすりに答えて木ゆすりしたあと,続いて移動す

る｡

13:35 オトナ･オス (大型)と4頭のワカモノ (オ

ス1田の他は性不明)の計5頭のグルーブが移動する｡

13:40 苑附した若いメスを含む3頭とオトナ･オス

1軋 肝4mが移動する｡

〔例2〕 '73年4月11日,ll:15から11:35まで,田

の紋な移動するT-h 郡のほとんど全数な数えた｡

郡れは,10:30ごろより,田のt,ソゲな拭食していた

が,ll:15より移動を開始した｡

ll:15 t)-〆一格 とみられる2Brtのオトナ･オス

と,6現のオトナ･メス,1-2才のコドモ3弧 鮒11

頭は一緒にかたまってレソゲな食べていたが,徐々に移

動を開始した.これに統いて,群れの各個作が田の練を

しだいに急速に移如しはじめた｡全郡が田を越えたのは

ll:35である｡

同じ時刻に,耶れの31約 100mのところで10現以上の

グルーブ (-Lp･いオス7)が一団となって爪氾な淡った｡

またこの他に.ll:15以冊に爪氾な既に淡っていたオト

ナ･メス1打は,その手らしい小型のサル1野lな祝祭し

た｡

T-Ia郡のこの日の移す即.tf･の列は,以下の皿り.(A:

オトナ.ch:0-1才,Y;Aとchとの中間.〔 〕は

まとまりを示す.ゴチックは,子が母の体にくっついて

いることを示す)｡

〔2A8+6A♀+3ch〕+lA?+lch+lY十lA?十lA

?+1Y+1A?+lA8+lY+1Y+1ch+lch+lY+1

A?+lch+1A?+lch+lY+lY+1A?+1ch+lch

+lch+lA?+lch+lch+lY十lY+lch+lch十lcll+

1ch+lA?+lch+1ch+1ch+lY+1A?+lY+1ch+

lA?+lA?+lch

群れは,3A8.18̂ 9,1A?,22ch,llY,71の計

56頭｡この他に10現内外のおそらくワカオスのグルーブ

がいる｡'72年3月5日の計数では73所と数えられてお

り,自然増をみこんで80野i位の郡れであるが,'73年4

nllElの数はこの大多数といってよい｡

〔考烈〕 この2つの例は,ユホソザル野生郡の群れの

耶迄のすべてを71-<しているわけではない｡T-Ib郡の税

矧 ま苑I花期 (10Jl中佃-2Jl巾佃)にあたっており,T

Ja郡の祝矧引出酪‡pJ(4月中旬～7月上旬)の直前で

ある｡このような時期の糊速は,2つの例が同じ水準上

で攻り扱われえないことな77.･している｡T-Ib郡の場合

は,オス監何型とでもいうように,各サブ･グルーブに

1鼠 あるいは2爪のオトナ･オスがつき,T-Ia郡の

場合は先頭LjS田にオトナ･オス2重紬'.っき,節 3のオト

ナ･オス (7才位)は,祝祭者と移動する群れの間を監

視するように行動していた｡

いずれの場合も群れの大多数と離れて移動するおそら

くワカオスのグループがいることは注目される｡

房総丘陵lこおけるニホンザル野生群の遊

動域成立要因としての植生1)

高杉 欣- (東大 ･良)

田総丘陵のニホソザル野生群の生態に関する共同研死

は.併給丘陵の自然史的研究の一環として行なわれ,班

=-I;･らは相生を分担しているが,植生についてはサル吐息

現暁の現状記収のため現存相生図の作成を那-とし,10

咋後20年玖 ･････.にそなえることにしたoL群れ介祁襟度が

I)小金沢正昭 (TJt訳凸工大･凸)との共同研究o

-31-



高く.共同研究の地点とされている高宕山周辺と元清澄

山糊辺については,いち早く2万5千分の1現存植生図

が作成されたが,房総丘陵全域についてもまもなく完成

の予定である｡遊動域成立要因 としての植生について

は,食物と泊り場を主に解析を進めているが.資料不足

の上に季節的地域的偏りがはなはだしいため,群れ生活

の火.fiiiを知る上からも,さらにより粗放的周年的に群れ

の退勤と地域的植生の両者を対にして調査しなければな

らない｡ここでは若干経過報告すると同時に,多少とも

とりまとめの進んでいる食性について,他の共同研究者

とのmtitをさけながら若干ふれておこう.

ここで田総丘陵というのは,一名清澄山脈ともいわれ

る鴨川低地･7拝以北の火西にやや細長い節3紀の急峻な低

山地･T拝むさす｡主要河川ぞいにiR･苗や放耕地が細長く帯

状に分和しているが,全体としてみれは一大森林地帯で

ニホソザル野生群の分布もこのなかに限られている｡こ

の加西に良い軸にそって,自然的と同時に人文社会的な

新しい勾配があり,現存植生図上では,西側高宕地区で

拓北脚の雑木林や若い人工林の多いのに対して,火側辞

泣地区では常緑樹林が多く,モミ自然林もいくらか残存

し.人工林にも古いものが多く,著しい対照をなしてい

る｡このような塀暁勾配にそった地域的差異としては,

食性の追いが早くから指摘されている｡高宕地区では以

JrUから糾付けが盛んだったが,ごく放近大丘捕位などの

新しい枕乱のため,自然的環境勾配にそった差異の研究

は著しく囚位になってきた｡

血性については,1970年春から今日までの食い跡 ･直

接税が･フソ分析のR料をまとめて,本共同研究の耕 1次

全作的とりまとめとして蒐敦すべく準鵬中であるが,植

物血以外に此虫食･土食のせ退性が明らかになり,植物食

でも木と群の食いjJ-の追いがあり,木の食い方にもかな

り山瀬･な4.'F比のあることがあきらかになってきている｡

u総のサルの食物の季節を木本性植物の利用部位から

特徽づけてみると,12-3月の樹皮 ･冬芽食,4-6月

の火災食.7-8月の菜食,9-11月の果実食におよそ

4分できるが,薬はかなりよく利用され,冬 ･春には2

次的だがかなり利用されている｡いま樹種 ･部位別の重

班皮な4段階区分で上位2段階に限りとりまとめると節

節1衣 主要木本性食物の生活形 ･利用部

位別の分散度 (磁数で示す)

樹 冬 菓 柴 来 髄 花

皮 芽 柄 91

針･iR榊 (8) 一 一 - 1 3 - -

捕=#広紫樹 (63)

僻掠広柴樹 (33)

1表のようになる｡すなわち,房総のサルは年間を通じ

て少数の落葉樹に固執する悼向が著しく,季節が変われ

ば利用部位を変えるに過ぎないが,例外的にただ果実

(種子を含む)だけは多数の壇掛こわたって食べてい

る.重要度を無視して利用している限りのすべての榊租

についてまとめれば,第1安より全体に磁数が飛躍的に

増加し分散も著しくなるが.薬の利用される的唖が著し

く増加して果実のそれと匹敵するのが注目される｡木の

葉の食い方は草の食い方に似ているのではないかとも思

われるが,草の資料が不足していて断定できない｡

第1表のようなまとめでは,勿論生括形 ･利用部位の

分析法が決定的に重要だが,少したち入った考察を進め

るにはなお一周の資料の番故をまたねはならない.共同

研究者の一人上原 (私信)畔,亜熱帯から並寒掛 こわた

るニホソザルの分布域全体を投うとり扱いのなかで,也

構成比の比較から,全域に共通する幌向として1郡の落

葉樹の重要性を浮き彫りにし,ニホソザルの分布の起抑

にまで言及しているが,上述のような食べ力の問題を考

慮すれば一層仮説を強化できるであろう｡ここでは我々

の資料の質や丑からみて,なるべく単純化し,如実とし

てきわだっている点にのみ注目するにとどめておこう｡

ニホンザル野生群の植生利用状況1)

上原 誼男 (京大 ･FJl)

筆者は,主として千葉県誘総丘陵元的野山地区に生息

するニホソザル野生群を対象とした生態学的研究を就け

ている｡1972年度は元柄樫山周辺を遊動している7つの

群れ (M-1･2･4･5･6･13･14群)の行動城をおおう

範囲について,実地招査と航空写真により,縮尺1万分

の1の現存植生図を完成し,同時に各群れの遊動と食生

活に関する資料の収柴に努めた.現#,個々の群れの遊

動に関する資料をこの植生図の上で分析換討する作菜を

進めている｡

また,ユホソザルの食性に関する賃料の挽討な行なっ

ているが,1972年度はこれまでに非められた日本各地の

野生ニホソザルの植物性食物に関する托料の中から,彼

らの食物としてとくに盃要な地位を占める木本性食物な

とりあげ,生物地理学的立場から検討を加えた｡宮崎県

串良,大分県稲崎山,京都府嵐山,千柴県田総丘臥 長

野県志究甜乳 管森県下北半島の6カ所の染料を考祭の

対象とした.それぞれの生息地の木本フローラの種規組

成を.樹種ごとの分布型によっていくつかのグループに

1)上原誼男 :野生ニホソザルの食性と適応 ;木本植物

性食物と各地のフp-ラとの比較｡約17回ブ1)マー

チス研究会｡
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